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まとめ 

岡山県てんかん診療ネットワーク（Okayama Prefectural Epilepsy Network, OPEN）において、診療上の疑

問点の討論や情報提供、てんかんに関する講演資料の配布等を行い、診療レベル向上を目指している。幼稚園・

学校教職員への講習、研修医への講習、小児科医・検査技師への脳波セミナーを行った。症例 web カンファレ

ンスは月 1 回ペースで続け、てんかんコーディネーターをはじめとする医療ソーシャルワーカーによる相談・

診療連携業務も継続している。疾患啓発として、てんかん月間やパープルデーのイベント（ライトアップやス

ポーツチームとのコラボ活動）を行った。 

 

1. 概要 

今年度は、以下の事業を行った。 

 岡山県てんかん診療ネットワーク定例会議、メーリングリストと専用サイト運用 

 てんかんに関する講習会 

 てんかん症例 web カンファレンス 

 脳波セミナー 

 てんかんコーディネーターによる相談・診療連携業務 

 疾患啓発活動（てんかん月間、パープルデー） 

 

2. 活動状況 

1) 岡山県てんかん診療ネットワーク（ Okayama 

Prefectural Epilepsy Network: OPEN）の運営 

岡山県県南の連携施設は比較的充実しているが、県北

は連携施設が少ない状況が続いており、これを以下に拡

大していくかが課題である。 

てんかん診療に関わる医療職からなるメーリングリス

ト（OPEN-ML）と参加者専用ウェブサイトの運営を続けて

おり、診療にかかわる議論や情報提供、てんかんに関す

る講演の資料配布等を行っている。 

9 月 6 日には、OPEN 参加医療機関の担当医師（コアメ

ンバー）による定例会議を開催し、診療連携における課

題等につき意見交換を行った。 

 

2) てんかんに関する教育 

 てんかんセンター講習会（2023 年 8月 4 日、2024 年 2月 16 日） 

8 月は幼稚園・学校教諭を対象とし、てんかんという疾患の概要、発作への対応法、学校におけるミ

ダゾラム口腔用液の使用法について講演を行った。2 月は研修医を対象とし、てんかん発作・てんか

ん重積状態への対応法について講演を行った。 



 
 

 
 脳波セミナー（2023 年 8月 26 日） 

 てんかん症例院内カンファレンス：月 2 回開催、多職種による症例検討。 

 てんかん症例 web カンファレンス：岡山県内の医療従事者が主な対象。月 1 回開催。 

 

 

 
 

 

3) 相談業務 

てんかんコーディネーターは、社会福祉士が 1 名（常勤、兼務）である。社会福祉士は総合患者支援センタ

ー（てんかんセンター相談窓口を設置）に所属しており、同センターの他の職員もコーディネーター業務の補

助を適宜行っている。 

  



4) 疾患啓発活動 

 てんかん月間（2023 年 10 月） 

啓発ポスターや資料展示・配布。 

 パープルデー（2024 年 3 月下旬の予定） 

啓発ポスターや資料展示・配布。 

備中国分寺五重塔のライトアップ。 

卓球 T リーグチーム岡山リベッツ、バレーボール V リーグ

チーム岡山シーガルズとのコラボによる応援メッセージの

SNS 配信、ポスターの配布、ブース出展など。 

  


